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世
の
中
で
怖
い
も
の
は
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
親
父
」
と
言
っ
た
も
の
だ
。
確
か
に
地
震
は
怖
い
。
最

近
で
は
阪
神
・
淡
路
、
東
日
本
、
直
近
で
は
能
登
半
島
な
ど
、
壊
滅
的
な
揺
れ
が
突
然
襲
い
、
大
き
な
破

壊
を
も
た
ら
す
。
雷
も
平
原
な
ど
で
遭
遇
す
る
と
直
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
避
雷
器
で
避
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
火
事
も
就
眠
中
な
、
一
酸
化
酸
素
中
毒
で
逃
げ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
保
険
で
あ

る
程
度
補
償
さ
れ
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
親
父
は
怖
く
な
く
な
っ
た
。 

  

さ
て
、
怖
い
順
に
自
然
現
象
、
最
後
に
人
が
入
っ
て
い
る
が
、
一
番
怖
い
の
は
親
父
で
な
く
、「
人
」
だ
。

人
の
怖
さ
が
最
近
著
し
く
な
っ
て
き
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
あ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

に
な
っ
て
、
一
日
で
終
わ
ら
せ
る
と
豪
語
し
た
が
、
ず
る
ず
る
と
続
き
、
プ
ー
チ
ン
の
野
望
を
誰
も
止
め

ら
れ
な
い
。
プ
ー
チ
ン
は
か
つ
て
の
鉄
の
カ
ー
テ
ン
内
の
国
々
に
触
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
。
プ
ー

チ
ン
は
統
治
の
方
法
が
間
違
っ
て
い
た
の
で
鉄
の
カ
ー
テ
ン
を
破
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
国
際

共
産
主
義
の
失
敗
の
根
本
原
因
に
目
を
つ
ぶ
り
、
自
国
並
び
に
圧
制
を
引
く
国
々
と
共
に
言
論
統
制
、
事

実
隠
蔽
に
よ
り
、
無
理
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ
込
む
現
実
で
あ
る
。 

  

も
う
一
方
の
大
国
が
従
来
と
不
連
続
な
激
変
状
態
に
あ
る
。
か
つ
て
、
鉄
鋼
で
も
、
自
動
車
産
業
で
も
、

多
く
の
労
働
者
が
汗
を
か
き
、
米
国
の
産
業
を
支
え
た
時
代
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
は
高
度
な
情
報

産
業
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
我
々
に
身
近
で
も
、
毎
日
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
イ
ン
テ
ル
、
ア
イ
ホ
ン
、
ア
マ

ゾ
ン
な
ど
、
煙
を
出
さ
な
い
企
業
が
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
。
五
月
三
日
付
の
日
経
に
よ
る
と
、
確
か
に

経
常
赤
字
は
大
き
い
が
、
同
時
に
そ
れ
に
相
当
す
る
資
本
流
入
も
あ
る
の
だ
と
、
貿
易
赤
字
が
害
悪
か
否

か
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
と
論
じ
て
い
る
。
時
代
を
引
き
戻
し
、
煙
を
出
す
工
場
の
復
活
は
解
決
策
に
な

ら
な
い
。 

  

Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
知
識
階
級
に
富
が
偏
重
す
る
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
得
た
知
識
の
元
は
前
時
代
ま
で

に
構
築
さ
れ
た
基
礎
が
親
に
な
っ
て
い
る
。
成
果
を
得
ら
れ
た
今
は
、
そ
の
富
を
社
会
に
還
元
す
べ
き
で

あ
り
、
富
が
循
環
す
る
革
新
的
な
仕
組
み
の
出
現
を
期
待
す
る
。 
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